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２０１８年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【小 論 文】 

 

別添の資料を読んで、下記の設問に答えなさい。なお、解答は解答

用紙の所定の範囲に収まるように作成しなさい。  

 

（１） 文中の下線部（ア）及び（ウ）の「進歩の思想」とはどういう

思想か。その内容を最もよく表している文章を文中からそのま

ま引用して答えなさい。 

 

 

（２） 文中の下線部（イ）の「悪魔と取引する」とはどういうことか。

またこの比喩はどのような結末が訪れることを暗示しているか。 

 

 

（３） 著者は、ＡＩや脳科学などの先端技術は、従来の科学技術とど

う違うと考えているか。 

 

 

（４） 著者は、下線部（エ）で今日の現状を「恐るべき事態」と形容

している。著者が現状を「恐るべき事態」と形容しているのは

なぜか。文中で著者が述べていることに沿って答えなさい。  

 

 

（５） 著者の考えを踏まえて、「ＡＩの進歩は人間を幸福にするか」、

「ＡＩの時代に人間をどう定義するか」という問題について熟

考し、あなた自身の思うところを述べなさい。特に自分の経験

や将来の夢と関連付けて思うところを述べなさい。  

 

 

※別紙資料として、 

朝日新聞（2017.7.7 朝刊） 

『異論のススメ 加速するＡＩ技術 迫られる「人間とは何か」』

を筆記試験時に配付しました。（なお、出題にあたって一部改変し

ています。） 

 


